
新 旧 
 
４ 地域再生計画の目標 
 1）地勢 
 本地域は、福井県の南西部に位置し、若狭湾国定公園の指定

を受けたリアス式海岸を有する海岸と南側の京都・滋賀北部の

山麓地帯に囲まれている。 
地形的には、小浜市のほぼ中央を流れる北川、南川やおおい

町の中心部を流れる佐分利川などの河川に沿って細長く広が

る平地が点在している。上流には水源の森１００選に指定され

ている上根来水源の森や八ヶ峰水源の森が広がり、スギ、ブナ

等の森林に蓄えられた豊かな水が、平地を経由して小浜湾へ注

がれている。 
交通体系としては、敦賀方面と京都府舞鶴方面との東西を結

国道２７号と京都府北部を経て京都市へと通じる国道１６２

号が幹線道路となっているが、観光シーズンや冬季には交通渋

滞が生じている状況である。 
 
 2）歴史等   〔 略 〕 

 

 3）産業 
 本地域は、海と山の豊かな自然環境や海産物等による豊かな食文化、

国宝級の神社仏閣など多種多様な観光素材に恵まれており、これらを背

景として、海水浴客等を中心に年間約３３０万人もの観光客が訪れる観

光産業が活発な地域である。 
また、一方で嶺南地域は、原子力発電所の集中立地地域（原子

力発電１３基（運転）で全国の原子力発電量の約１/３を占める）

であり、本地域の産業構造においても重要な位置を占めてい

る。今後は、原子力発電所の立地を背景に、原子力科学を基盤

とする最先端科学技術を提供する地域として産業振興を展開

していくことを目指している。 

 
４ 地域再生計画の目標 
 1）地勢 

 本地域は、福井県の南西部に位置し、若狭湾国定公園の指定

を受けたリアス式海岸を有する海岸と南側の京都・滋賀北部の

山麓地帯に囲まれている。 
地形的には、小浜市のほぼ中央を流れる北川、南川やおおい

町の中心部を流れる佐分利川などの河川に沿って細長く広が

る平地が点在している。 
 
 

 
交通体系としては、敦賀方面と京都府舞鶴方面との東西を結

ぶ国道２７号と京都府北部を経て京都市へと通じる国道１６

２号が幹線道路となっているが、観光シーズンや冬季には交通

渋滞が生じている状況である。 
 
 2）歴史等   〔 略 〕 

 
3）産業 

本地域は、海と山の豊かな自然環境や海産物等による豊かな

食文化、国宝級の神社仏閣など多種多様な観光素材に恵まれて

おり、これらを背景として、海水浴客等を中心に年間約３３０

万人もの観光客が訪れる観光産業が活発な地域である。 

また、一方で嶺南地域は、原子力発電所の集中立地地域（原

子力発電１３基（運転）で全国の原子力発電量の約１/３を占

める）であり、本地域の産業構造においても重要な位置を占め

ている。今後は、原子力発電所の立地を背景に、原子力科学を

基盤とする最先端科学技術を提供する地域として産業振興を

展開していくことを目指している。 

（別紙）新旧対照表 
（      線は変更部分） 
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 一方、農業については、これまでに実施したほ場整備により、

ほとんどが３０ａ以上の区画に整備済みであり、基盤整備の水

準としては比較的に進んだ地域である。しかしながら、農業従

事者の高齢化、減少が近年著しく、専業農家数はわずかで大半

が第二種兼業農家であり、また、経営面積としても７割以上が

１ｈａ未満であるなど、農業経営構造は非常に脆弱な状況であ

る。現在の経営類型としては、水稲単一経営のほか水稲＋麦、

水稲＋野菜等の複合経営が見られる。今後は、本地域の基幹作

物である米を中心として、野菜指定産地となっているキャベツ

や汎用化水田におけるなす、はくさい、きゅうり等の水田園芸

の振興による生産拡大を図っていくこととしている。 
 林業については、本地域内の森林面積は３５，６３５ｈａ、

うち人工林は１６，３９５ｈａである。人工林のうち間伐の対

象となる森林は１１，５５２ｈａあり、森林整備及び県産間伐

材利用を推進するために、林内路網の整備、高性能林業機械の

導入等により労力を軽減し、低コストで高効率な施業の実施を

図る。また、大規模合板工場等の大口需要分野への供給を促進

する。 
 

 
 一方、農業については、これまでに実施したほ場整備により、

ほとんどが３０ａ以上の区画に整備済みであり、基盤整備の水

準としては比較的に進んだ地域である。しかしながら、農業従

事者の高齢化、減少が近年著しく、専業農家数はわずかで大半

が第二種兼業農家であり、また、経営面積としても７割以上が

１ｈａ未満であるなど、農業経営構造は非常に脆弱な状況であ

る。現在の経営類型としては、水稲単一経営のほか水稲＋麦、

水稲＋野菜等の複合経営が見られる。今後は、本地域の基幹作

物である米を中心として、野菜指定産地となっているキャベツ

や汎用化水田におけるなす、はくさい、きゅうり等の水田園芸

の振興による生産拡大を図っていくこととしている。 
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４）地域の抱える課題 
 地域の抱える課題として、脆弱な道路交通網が挙げられる。

地域における産業の主体をなしている観光面においては、近

年、観光客入込数が伸び悩んでいる状況であり、その一因とし

て各観光地へのアクセス手段が乏しいことが挙げられている。

また、農業・農村の振興を図るうえでは、「人」「もの」の対

流促進は重要な要素であるが、東西の地域間を結ぶ唯一の幹線

道路である国道２７号は、慢性的混雑により農業生産物等の輸

送に大きな支障をきたしている。今後、カントリーエレベータ

や集出荷施設などへの広域利用が進むことにより、その問題が

より深刻化してくるものと想定される。 
林業・木材産業の振興及び森林環境の保全を図る上で、本地

域内の人工林の間伐が不可欠である。しかし、木材価格の低迷

による森林所有者の間伐意欲の低下等の問題により、間伐等の

森林整備、さらには間伐材の利用が停滞している状況にある。

間伐等の手入れが遅れると、優良な木材の生産、森林の公益的

な機能の発揮に支障をきたすことが懸念される。 
さらに、地域住民の生活環境の面では、通勤通学にかかる道

路網の整備はもとより、原子力施設の防災上の観点において

も、発達した交通機能の確保が求められている状況である。 
 
5）道整備交付金の目的 
近年、舞鶴若狭自動車道の部分開通により徐々に高速交通網

の整備が進んでいる状況を踏まえ、平成２０年度に完成を予定

している広域農道をはじめとする基幹農道(通称「若狭西街

道」)、森林基幹道「若狭遠敷線」及び区域内の道路網の整備を

一体的に進めることにより、地域産業の振興を図るとともに域

外との交流促進や域内の生活環境向上を総合的に推進する。 

 
 4）地域の抱える課題 

 地域の抱える課題として、脆弱な道路交通網が挙げられる。 
地域における産業の主体をなしている観光面においては、近

年、観光客入込数が伸び悩んでいる状況であり、その一因とし

て各観光地へのアクセス手段が乏しいことが挙げられている。 
また、農業・農村の振興を図るうえでは、「人」「もの」の対

流促進は重要な要素であるが、東西の地域間を結ぶ唯一の幹線

道路である国道２７号は、慢性的混雑により農業生産物等の輸

送に大きな支障をきたしている。今後、カントリーエレベータ

や集出荷施設などへの広域利用が進むことにより、その問題が

より深刻化してくるものと想定される。 
 

 
 
 

 

 

 

さらに、地域住民の生活環境の面では、通勤通学にかかる道

路網の整備はもとより、原子力施設の防災上の観点において

も、発達した交通機能の確保が求められている状況である。 
 
5）道整備交付金の目的 
 近年、舞鶴若狭自動車道の部分開通により徐々に高速交通網

の整備が進んでいる状況を踏まえ、平成２０年度に完成を予定

している広域農道をはじめとする基幹農道(通称「若狭西街

道」)と区域内の道路網の整備を一体的に整備を進めることに

より、地域産業の振興を図るとともに域外との交流促進や域内

の生活環境向上を総合的に推進する。 
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 ①観光   〔 略 〕 
 
 ②農業   〔 略 〕 
 

 ③林業 

本地域における間伐が必要な人工林エリアを通る森林基幹

道「若狭遠敷線」を整備する。幹線となる林道を整備するこ

とにより、林業従事者や高性能林業機械等の森林へのアクセ

スを改善し、労力の軽減、低コストで高効率な施業を図る。

また、森林基幹道、広域農道、国・県・市・町道のネットワ

ークを構築することにより、間伐材の大口の需要先である大

規模合板工場等への効率的な供給を図る。 
 

 ④生活   〔 略 〕 

 

 ⑤その他  〔 略 〕 

 

6）地域再生計画におけるアウトカム指標 
目標１ 市道府中線の整備による現市道区間の交通の円滑化 
    現況交通量 １ ,１５０台／日 → 計画交通量

１，４５０台／日 
 

 

 
 

 ①観光   〔 略 〕 
 
 ②農業   〔 略 〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③生活   〔 略 〕 

 

 ④その他  〔 略 〕 

 
5）地域再生計画におけるアウトカム指標 
目標１ 市道府中線の整備による現市道区間の交通の円滑化 

現況交通量 １ ,１５０台／日 → 計画交通量 

１，４５０台／日 
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目標２ 広域農道「若狭西地区」との市道「府中線」の整備に

よるＪＡわかさへのアクセス時間短縮 
（広域農道「若狭西地区」及び市道「府中線」の整備

による広域農道沿線の農地からの農業施設への農作物

輸送時間） 
      １０ 分 
 

 目標３ 森林基幹道「若狭遠敷線」の整備による、間伐面積の

増加 
間伐面積の増加 １０％の増 

 
 目標４ 市道飯盛線、町道留田線の整備による市街地内の交通

の円滑化 
     ・県道小浜綾部線からおおい町中心市街地へのアクセ

ス時間短縮  ３分 
     ・国道２７号、広域農道間のアクセス時間短縮 ３分

 
５ 目標を達成するために行う事業 
５－１ 全体の概要 
小浜市及びおおい町を横断する広域営農団地農道整備事業

若狭西地区（Ｈ１４年５月１４日事業計画変更の確定）を実施

することにより、本地域特有の分散した農地、農業集落、そし

て農業用施設を有機的に結びつけ、通作、営農、流通面、地域

生活環境の改善が可能となる。 

 
 目標２ 広域農道「若狭西地区」との市道「府中線」の整備

によるＪＡわかさへのアクセス時間短縮 
（広域農道「若狭西地区」及び市道「府中線」の整備

による広域農道沿線の農地からの農業施設への農作

物輸送時間） 
      １０ 分 
 

 
 
 
 
 目標３ 町道留田線の整備による市街地内の交通の円滑化 
     （県道小浜綾部線からおおい町中心市街地へのアクセ

ス時間短縮） 
      ３ 分 
 
 
５ 目標を達成するために行う事業 
５－１ 全体の概要 

小浜市、おおい町を横断する広域営農団地農道整備事業若狭

西地区（Ｈ１４年５月１４日事業計画変更の確定）を実施する

ことにより、本地域特有の分散した農地、農業集落、そして農

業用施設を有機的に結びつけ、通作、営農、流通面、地域生活

環境の改善が可能となる。 
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国道２７号と主要地方道小浜上中線を結ぶ重要な路線であ

る市道府中線（昭和５８年３月１９日市道認定）、おおい町本

郷駅と主要地方道小浜綾部線を結ぶ町道留田線（昭和６０年３

月２２日町道認定）、国道２７号と広域農道を結ぶ市道飯盛線

（昭和５８年３月１９日市道認定）を広域農道と一体的に整備

することで、より効率的な道路ネットワークを構築し、地域の

活性化はもとより、都市農村交流の促進を図る。 
森林基幹道「若狭遠敷線」（平成１５年４月若狭地域森林計

画書（若狭森林計画区）記載済）を整備することで、間伐を促

進する。また、林道、広域農道、国・県・市・町道のネットワ

ークを構築することにより、大規模合板工場等への間伐材の供

給体制を整え、間伐材の利用促進を図る。 
 

５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 
 1)道整備交付金を活用する事業 
 ［事業主体］ 
 ・市 町 道 小浜市、おおい町 
 ・広域農道 福井県 
 ・林  道 福井県 
 
 ［施設の種類］ 
・市 町 道  
・広域農道 
・林  道  

 

 
国道２７号と主要地方道小浜上中線を結ぶ重要な路線であ

る市道府中線、おおい町本郷駅と主要地方道小浜綾部線を結ぶ

町道留田線を広域農道と一体的に整備することで、より効率的

な道路ネットワークを構築し、地域の活性化はもとより、都市

農村交流の促進を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 
 1)道整備交付金を活用する事業 
 ［事業主体］ 
 ・市  道 小浜市 
・町  道 おおい町 

 ・広域農道 福井県 
  

［施設の種類］ 
・市  道  
・町  道  
・広域農道 
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 ［事業区域］ 
・市 町 道 小浜市、おおい町 

 ・広域農道 小浜市、おおい町 
 ・林  道 小浜市、おおい町 
 
 ［事業期間］ 
 ・市 町 道 平成１８年度～平成２０年度 
・広域農道 平成１８年度～平成２０年度 
・林  道 平成２０年度～平成２２年度 
 
 

 ［事業費］ 
・総事業費       ４，４６２，３００千円 

（うち交付金２，２３１，１５０千円） 
市 町 道           ９４，０００千円 

（うち交付金   ４７，０００千円） 
  広域農道        ３，８２８，３００千円 

（うち交付金１，９１４，１５０千円） 
  林  道         ５４０，０００千円 

（うち交付金  ２７０，０００千円） 
 
 
 ［整備量］           
 ・市 町 道  ０．６０ｋｍ 
 ・広域農道  ７．４０ｋｍ 
 ・林  道  ２．１０ｋｍ 

 ［事業区域］ 
・市  道 小浜市 

 ・町  道 おおい町 
 ・広域農道 小浜市、おおい町 
  
 ［事業期間］ 
 ・市    道 平成１９年度 
 ・町    道 平成１８年度～平成１９年度 
・広域農道 平成１８年度～平成２０年度 
 
 

 ［事業費］ 
・総事業費       ３，８９８，３００千円 
市  道           ３０，０００千円 

（うち交付金１５，０００千円） 
町  道          ４０，０００千円 

（うち交付金２０，０００千円） 
  広域農道        ３，８２８，３００千円 

（うち交付金１，９１４，１５０千円） 
 
 
 
 ［整備量］           
 ・市  道  ０．４４ｋｍ 
  ・町  道  ０．１４ｋｍ 
 ・広域農道  ７．４０ｋｍ 
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５－３ その他の事業 
地域再生法による特別の措置を活用するほか、「“食祭海道

若狭路” 交流ネットワークの推進」を達成するため、以下の

事業を総合的かつ一体的に行うものとする。 

 (1)食のまちづくりの推進（小浜市）   〔 略 〕 

  

 (2)お～い！！もてなし・やすらぎの里づくりの推進（おおい

町） 

   環境資源（自然環境、集落景観、歴史文化、エネルギー基

地としてのイメージ、もてなしの心等）や可能性（舞鶴若狭

自動車道大飯高浜ＩＣの開設、ＪＲ小浜線の電化開通、うみ

んぴあ大飯の整備進捗、実績のある交流活動等）と地域の課

題とを地域住民と行政が一体になり「もてなし」の心と誇り

ある暮らしづくりを目指し、美しい「やすらぎ」の農村づく

りを推進する。 

 

６ 計画期間 
    平成１８年度～平成２２年度  
 
 

 

５－３ その他の事業 
地域再生法による特別の措置を活用するほか、「“食祭海道 

若狭路” 交流ネットワークの推進」を達成するため、以下の

事業を総合的かつ一体的に行うものとする。 

 (1)食のまちづくりの推進（小浜市）   〔 略 〕 

  

 (2)お～い！！もてなし・やすらぎの里づくりの推進（おおい

町） 

   環境資源（自然環境、集落景観、歴史文化、エネルギー基

地としてのイメージ、もてなしの心等）や可能性（舞鶴若狭

自動車道大飯高浜ＩＣの開設、ＪＲ小浜線の電化開通、うみ

んぴあ大飯の整備進捗、実績のある交流活動等）と地域の課

題とを地域住民と行政が一体になり「もてなし」の心と誇り

ある暮らしづくりを目指し、美しい「やすらぎ」の農村づく

りを推進する。 

 

６ 計画期間 
    平成１８年度～平成２０年度 

 
 
 


